
食の安全「基本のお話」

だからSDGs
だれかの笑顔につながる

●ゲノム編集のツール　CRISPR/Cas9（クリスパー・キャスナイン）
　この手法を開発した二人の研究者が、2020年にノーベル化学賞を受賞しました。
　■DNAを切るハサミを細胞の中にいれて、ゲノムの特定の位置に配置して、その場所を切断します。
　　・ハサミの役割をするCas9は「酵素（たんぱく質）」です。
　　・細菌が持つ免疫の仕組みを利用してハサミを狙った位置
　　　に配置します。
　　・ハサミ（Cas9）は残しません。
　■DNAは、自然界でも太陽の紫外線などで切断されます。
　　生物は、それを元通りに直す仕組みを持っていますが、ごく
　まれに（10万回～ 100万回に１回）修復ミスが起きます。これ
　が突然変異です。
　　CRISPR/Cas９は、修復ミス（突然変異）が起きるまで切断
　をくり返します。

●ゲノム編集技術で狙った性質を変えます。
　こんな品種改良が実現しています。
　　・血圧を下げる効果のある成分を多く含んだトマト
　　・食中毒のリスクを低減したジャガイモ

■ゲノム編集技術とは、狙った塩基配列（DNA配列）を変化させる技術です。
　従来の品種改良より早く、より正確に、より良いものを開発できます。

●生き物の遺伝情報
　細胞の中には、生き物の体（たんぱく質）を作る設計図（遺伝子）が収まっています。設計図であるDNA
の並び方によって、生物の形や性質の違いなどが決まります。

●ゲノム編集技術による品種改良の安全性は従来の品種改良と同等です。
　外来の遺伝子を導入しないので、遺伝子の変化の範囲は、自然界の突然変異や従来の
品種改良と違いがなく、安全性は同等と考えられます。

ゲノム編集食品を理解するためのお話　４回シリーズ　

　　  ゲノム編集技術による品種改良とは

第112回

第３回

第１回 ゲノム編集技術はSDGsの目標達成
　　　に貢献

第２回 育種・品種改良について

第３回 ゲノム編集技術による品種改良とは

第４回 まちがった情報や誤解

細胞

核
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７月度累計リサイクル回収率

2023年度
回収率

56.6% 21.8%

宅  配 店  舗

トレーの
回収率は算出
していません

①カタログ ②内袋（※） ③牛乳パック ④たまごパック ⑤発泡トレー ⑥ペットボトル

回収部門

42.4% 31.3% 21.5%

宅配・店舗

※内袋のシールは剥がして出してください。  　                                            引き続きリサイクルへのご協力をお願いします！

広げよう、
地球にイイこと

（2022年度 56.3%）（2022年度 23.5%）（2022年度 43.7%）（2022年度 36.0%） （2022年度 20.3%）

食品トレーの減容作業

はたらく喜び   くらしに笑顔はたらく喜び   くらしに笑顔
いずみ市民生協グループの関連会社２社は、このコーポレートスローガンを
かかげて、障がい者の自立支援と雇用促進を積極的にすすめています。

いずみ市民生協グループ

㈱ハートコープいずみでは、コープのお店などで回収さ
れている食品トレーの減容作業を行っています。機械で
食品トレーを粉砕し、熱により溶かしたもの（インゴッ
ト）を業者に販売しています。作業内容は、ゴミや発泡
素材でないものの選別と、発泡素材のものでも白い物と
色物の選別を社員の手と目で丁寧に行っています。色で
選別する理由は、白い方が質が良いので高い値段で引き取ってくれるからです。こ
のように選別時間がかかっても頑張って作業をしています。できあがったインゴッ
トは再びプラスチック類にリサイクルされています。

（株）ハートコープいずみ
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設計図

ディーエヌエー

CRISPR/Cas9 （1）配列を探索

（2）一致する配列と
　　結合して切断

病気の原因となる遺伝子 病気に強くなったトマト

　　　　2050年排出ゼロの実現に向けて　

「プラスチック容器包材の排出量削減」
第２回

第１回 CO２排出量削減について

第２回 プラスチック容器包材の排出量
　　　削減について

第３回 宅配時に使用する紙の使用量削減
　　　について

第４回 食品の廃棄物の削減について

⇒

■環境配慮素材への転換
　使用する容器包装を、石油系プラスチック素材から、再生プ
ラスチックや植物由来のものに切り替えをすすめています。
2022年度、コープのお店で使用するトレーのうち64品目を、
石油由来系素材のものからノントレーや環境配慮素材への転
換をすすめました。
■リサイクルでゴミゼロへ
　事業での資源の使用をできるだけ抑え、
繰り返し使えるものは使い、廃棄するもの
は分別して可能な限りリサイクルし、ゴミ
ゼロをめざしています。
　宅配の内袋は、レジ袋の有料化以来、回
収率が低下傾向です。捨てている内袋があ
れば、引き続きリサイクルに協力をお願い
いたします。

●プラスチック容器包材の排出量削減目標

●2022年度結果のプラスチック容器包材の排出量
2022年度計画 2022年度実績 前年比計画比

98.7%76.6%548トン 420トン

2018年度比

2018年度 2030年度 2050年度

50%
削減 環境配慮型

素材の使用率
100％

基準年
排出量

673トン673トン

レジ袋の辞退率
2022年度

2022年度

79.8％
（前年差▲0.5ポイント）

宅配内袋の回収率

23.7％
（前年差△0.04ポイント）

20.6トン
回収量

断熱材
など

トレー

参考：農研機構
 「バイオステーション」
https://bio-sta.jp/
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